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パ
ラ
オ
諸
島
、
法
要
に
参
拝 

10
月
31
日
か
ら
１
週
間
、
パ
ラ
オ
諸
島
慰
霊

友
好
親
善
訪
問
団
に
参
加
し
ま
し
た
。 

パ
ラ
オ
日
本
国
大
使
館
表
敬
訪
問
の
後
、
バ
ス

で
移
動
中
、
車
が
止
ま
り
「
こ
こ
が
清
水
村
、
お

父
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
村
で
す
」
と
、
事
務
局

の
方
か
ら
告
げ
ら
れ
、
道
路
か
ら
見
下
ろ
し
教
え

ら
れ
た
の
は
家
も
無
く
、
目
印
は
川
、
70
年
も

放
置
さ
れ
た
ジ
ャ
ン
グ
ル
で
す
。
戦
争
の
た
め

25
歳
で
亡
く
な
っ
た
父
。
そ
の
場
に
立
ち
参
拝

出
来
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
し
た
。
浜
辺
で
日
本
か

ら
持
参
し
た
品
々
を
供
え
、
追
悼
文
を
読
み
参

拝
、
そ
し
て
献
花
し
再
度
訪
れ
る
こ
と
が
出
来
な

い
こ
の
地
に
別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。 

コ
ロ
ー
ル
島
、
ペ
リ
リ
ュ
ー
島
、
ア
ン
ガ
ウ
ル

島
、
全
戦
没
者
追
悼
式
、
西
太
平
洋
戦
没
者
の
碑

を
21
名
全
員
が
参
拝
。
ペ
リ
リ
ュ
ー
島
の
小
学

校
を
訪
問
（
学
用
品
贈
り
・
植
樹
）
病
院
訪
問
（
松

葉
杖
贈
り
）
し
、
土
地
の
方
と
触
れ
合
い
有
意
義

な
日
々
で
し
た
。
改
め
て
、
全
世
界
が
平
和
で
有

り
ま
す
よ
う
願
い
ま
す
。 

石
川
千
穂
子 

ぜひ家族のみなさまでお読みください 



  

９
月
28
日 
玉
永
寺
同
朋
の
会 

           

   

同
朋
会
の
メ
ン
バ
ー
で
玉
永
寺
報
恩
講
に
向

け
て
お
道
具
磨
き
を
し
ま
し
た
。 

毎
月
第
４
土
曜
日
に
正
信
偈
の
学
習
と
茶
話

会
を
催
し
て
い
ま
す
。
冬
季
は
休
み
で
４
月
か

ら
再
開
す
る
予
定
で
す
。
皆
様
ぜ
ひ
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

    

10
月
８
日 

別
院
報
恩
講 

帰
敬
式 

 

総
曲
輪
の
富
山
東
別
院
で
帰
敬
式
（
お
か
み

そ
り
）
が
執
行
さ
れ
ま
し
た
。
玉
永
寺
か
ら
は

角
寛
子
さ
ん
、
寺
口
靖
子
さ
ん
、
金
枝
司
郎
さ

ん
、
金
枝
和
子
さ
ん
、
村
井
美
志
さ
ん
、
古
田

富
子
さ
ん
の
６
名
が
受
式
さ
れ
ま
し
た
。
新
た

な
仏
弟
子
の
誕
生
を
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
帰
敬
式
は
毎
年
１
回
別
院
で
実

施
さ
れ
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。 

 

11
月
28
日 

ご
ま
ん
さ
ん 

          

10
月
10
日
～
11
日  

玉
永
寺
報
恩
講 

 
 

         

                

 

中老田の常入寺住職、青井和成氏に報恩講法話をしていただきました。聞き取りやすく分か

りやすい話と好評でした。また讃仰企画として、富山市の加藤隆一さんの水彩画、滑川市の

酒井さだ子さんの刺し子作品、上市の野越サト子さんと生徒の方々のクラフトワークを展示

しました。集団学童疎開されていた高橋弘さんの感話や前坊守の琴演奏もあり、非常に充実

した２日間となりました、多くのご門徒の方々と共にお参りすることができました。 

編
集
後
記 

 

○
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

報
恩
講
ま
わ
り
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
無
事
に

乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
暖
か
く
迎

え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

○
表
紙
は
４
年
ぶ
り
に
パ
ラ
オ
へ
行
っ
て
き

た
母
の
写
真
と
文
章
で
す
。
遥
か
南
方
で
亡

く
な
っ
た
祖
父
に
つ
い
て
、
私
も
色
々
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
す
。
日
本
が
戦
争
が
で
き
る
国

へ
と
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
危
機
感
を
持
っ

て
い
ま
す
。 

○
今
回
、
封
筒
に
推
進
員
養
成
講
座
募
集
要

項
を
同
封
し
ま
し
た
。
近
隣
の
ご
住
職
方
と

協
力
し
て
浄
土
真
宗
の
教
え
を
共
に
学
び
ま

す
。
私
も
副
組
長
、
講
師
と
し
て
関
わ
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
５
年
に
一
度
開
催
い
た

し
ま
す
。
関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。 

○
裏
表
紙
に
あ
る
よ
う
に
、
４
月
に
は
日
帰

り
の
団
体
参
拝
も
実
施
い
た
し
ま
す
。
こ
ち

ら
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

住
職 

 

2016年（平成 28年）年回表 

１周忌 2015年（平成 27年） 

３回忌 2014年（平成 26年） 

７回忌 2010年（平成 22年） 

13回忌 2004年（平成 16年） 

17回忌 2000年（平成 12年） 

23回忌 1994年（平成６年） 

27回忌 1990年（平成２年） 

33回忌 1984年（昭和 59年） 

50回忌 1967年（昭和 42年） 
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永
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親鸞聖人の御正忌をお勤めしました。20

人余りの方がお参りされ、昼食には皆で遺

徳煮（いとこに）をいただきました。 

報恩講での前坊守の琴演奏 



 

 

 

 

 

 

１．期日 2016 年４月 18 日（月） 日帰り 

２．参加費 ２万円（交通費、昼食、夕食含） 

３．申し込み ３月 18 日までに玉永寺（076-478-0846）まで 

４．集合場所 ＪＲ富山駅 

５．持参品  念珠、常備薬など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    帰敬式（おかみそり）    修復が完了し黄金に輝く阿弥陀堂 
 

日程 

 

富山駅 7：15 発 🚄 京都駅 10：11 着 本山参拝 諸殿拝観  

昼食 （本山お斎） 

午後 須弥壇収骨 大谷祖廟納骨 帰敬式 

視聴覚ホール、しんらん交流館見学 お土産購入 

京都駅 17：09 発 🚄 富山駅 19：46 着 解散 

(都合により変更することがあります) 

 

○ 本山納骨・帰敬式を希望される方は、必ず事前にご相談ください。

手続きを説明いたします。 

○集合時間など細かい日程は、後程ご連絡します。 

玉永寺参拝団募集！ 

修復が終わった真宗本廟(東本願寺)に参拝いたします。

日程中に、帰敬式（おかみそり）、須弥壇収骨、大谷祖廟

納骨ができます。みなさまぜひ、ご参加ください。 


